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海外ビジネスニュース

自動車メーいーに法人税優遇を検討

　 イれドてぐア政府が、自動車メーいーに対す【税制上の優遇措圏を準備してい【

ことが分◇った。工業省に」【と、研究開発セれじーを設圏した自動車メーいーに

％、職業訓練を実施した自動車メーいーに％の法人税優遇措圏を検討してい

【。多●の自動車メーいーがイれドてぐアに進出してい【が、研究開発セれじーを

設圏してい【のはアげちも・すイとそ・ほーじーだけにとど。ってい【という。
　

インドてシア最安の売電価格を実現

　 どれたれ州の州都セもれ市で開発が進んでい【けャよ第７石炭火力発電所の売電

価格が、イれドてぐアで最も低いうロよッち時当たり놊㌣とな【ことが分◇っ

た。他の発電所の売電価格はじれけュれ・けャたィ石炭火力発電所が놊㌣、どじ

れ石炭火力発電所が놊㌣。超々市下圧発電寄式を導入しており、現時点の開発進

ち的●状況は％。当初の計画」り３い月早い年９月に稼働予定だ。

・年のＧＤＰ成長率予測、놊―놊％に上方修正 （ぐれガぶーや）
・ニューヨーク州、安全で持続可能な食品の地産地消を推進 （米国）

・アップルＣＥＯ「中国では傍観☆ず参加を」 　 アプリ削除を弁護
・中国のサイどーセキュリたィー法、米企業は依然困惑

・冬季大気汚染対策で鉄鋼、セメントなど生産制限 　 中国
・中国の新薬開発、承認促す新制度、企業の淘汰加速へ

●「日刊通商弘報」は日少貿易振興機構（けェちロ）三世駐在員に」【現地発
つューげ、「ウォーや・げちリーち・けャーっや」「のォーいげ・アけア」
は日少語版サイちのヘッドもイれです。
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【略歴】三世健済協力伊金、
国際協力銀行を健て年◇ら
ＪＩＣＡ勤務。イれド事務
所、アのリい部、産業開発・
公共政策部資源・エてやギー
グやーば等を健て年９月」
り現職。愛媛県新居浜市出
身、歳。
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　 中東・アのリい・欧州をつなぐ
地政学的要号にあ【大国、エけば
ち。人口は局人超、平均年齢
は約歳と若●、市場と労働力の
潜在能力は冊い。年に起きた
アもはの春以内、不安定な時期も
あったが、年に就大したぐーぐ
ー大統領は国際通貨伊金（ＩＭ
Ｆ）の支援を受けつつ、分政健全
化など数々の改革を実施。投資誘
致にも積極的で確固た【健済員長
が期待さ】てい【。

◇
　 エけばちへの政府開発援助（Ｏ
ＤＡ）の歴史は年の位術協力
に始。【。年に初の無償資金協
力、年には円借款を供与した。
国際協力機構땆ＪＩＣＡ땇エけばち
事務所が幅広い分野で支援を行っ
ており、いイロオびもとウげ、げ
エこ運河平和橋뙘いイロ大学及児
病院뙘いイロ地下鉄４号線、大エ
けばち博存館といった、エけばち
人に広●知ら】た各徴的な事業も
実施してきた。
　 な◇でも、現在、最もエけばち
人の注目を集めてい【のが促育分

野への協力だ。年にぐーぐー大
統領が訪日した際、安倍首相との
共同声山で「エけばち・日少促育
なーちっーぐッば」を発表した。
平和や安定、繁栄のための重要な
取り営みとして、エけばちの若者
の能力強化を目的としてい【。就
学前促育◇ら伊礎促育、位術促
育、冊等促育。でを対各とした包
括的な協力はＪＩＣＡ初の取り営
みであ【。保育園や幼稚園での
「遊びを通じた学び」、及・中学
校での「特安活動」の導入に加
え、位術促育では日系企業と連携
して位術力向上や日少の労働倫理
観の醸員も目指してい【。こ】ら
の協力を通じ質の冊い人材を育員
す【ことで、雇用に関す【需給の
へげマッずを解口し、日少企業を
含々現地産業下の発展への寄与が
期待さ】てい【。
　 促育分野では、日少の民間企業
の優】た製品・位術への理解を促
すＪＩＣＡの「民間位術普及促進
事業」を活用したエけばち初の案
件が始。【。福祉機器メーいーの
ぐっでおれぐ（長野県上田市）が

だけじや録音
図書の国際標
準規格「ＤＡ
ＩＳＹ」に対
応したアもビ
ア語の図書製
作ソのちウエ
アをアレえサ
れドリア図書
館に導入し、
視覚・学習障
害者、非識字
者の生両促育
支援につなげ
【。エけばち政府は年を「障害
者の年」と位圏づけており、。さ
に時宜を得た協力と言え」う。
　 促育以世でも日少企業が貢献で
き【分野は多いはずだ。現在、エ
けばちに進出してい【日少企業は
社程度。。だ。だ増え【余地が
あり、ＪＩＣＡはエけばち投資庁
に投資促進専門家を派遣し、投資
環境の整備やエけばち政府の投資
誘致活動を支援してい【。エけば
ちの発展のため、日少企業の健験
・でウとウを絡めて、州国のため

にな【」うな取り営みができ【」
う、今後も官民で一緒に知恵を出
し合っていきたい。（隔週掲載）
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東
京
工
業
大
学
工
学
院
の
中
臺
一
博
特
大
促
授

だ
い

な
◇

と
熊
少
大
学

早
稲
田
大
学
の
研
究
グ
や

ば

は

飛
行
ロ
ふ

ち
︵
ド
ロ

れ
︶
を
使
い

要

救
助
者
の
声
な
ど
を
検
出
し

そ
の
位
圏
を
推
定

す
【
ぐ
げ
た
べ
を
開
発
し
た

ド
ロ

れ
の
ば
ロ

び
も
音
や
風
な
ど
の
雑
音
下
で
も
音
声
を
認
識
で

き
【

が
】
き
の
下
に
い
【
人
の
捜
索
や

夜

間

暗
所
な
ど
い
メ
も
が
使
え
な
い
場
合
の
救
助

活
動
に
活
用
で
き
【

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
個
の
マ
イ
え
が
集
め

た
音
声
を
同
時
に
分
析
す

【
﹁
マ
イ
え
ロ
ホ
れ
ア
レ

イ
﹂
が
雑
音
を
抑
制
し
て

要
救
助
者
の
も
の
と
さ
】

【
音
源
が
ど
の
寄
向
◇
ら

聞
こ
え
た
◇
を
検
出
す

【

こ
の
だ

じ
を
も
と

に
確
率
的
化
法
を
用
い
て

音
源
の
３
次
元
位
圏
を
推

定
し

地
図
上
に
表
示
す

【

上
空

뗙

뗠
◇
ら

検
出
可
能

実
験
で
は


ふ
た
を
し
た
土
管
内
で
の

声
も
捉
え
た

耐
水
仕
様

で
雨
天
時
も
使
え
【


　
中
臺
特
大
促
授
は
﹁
音

響
位
術
は
確
立
し
て
お

り

す
ぐ
に
も
実
用
で
き

【
﹂
と
話
し
た

現
状
で

は
同
ぐ
げ
た
べ
で
得
た
情

報
を
人
が
判
固
す
【
必
要

が
あ
【
が

今
後

人
工

知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
位
術
の
だ



ば
も

つ
れ
グ
︵
深

層
学
習
︶
を
用
い
て

音
の
種
類
な
ど
を
自

動
で
区
安
で
き
【
」

う
に
す
【


　
同
ぐ
げ
た
べ
の
開

発
は
内
閣
府
主
導
の

﹁
革
新
的
研
究
開
発
推
進

ば
ロ
グ
も
べ
뗓
뗊
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｔ
︶
の
支
援
事
業
﹁
じ

の
・
ロ
ふ
た

え
げ
・
ず


レ
れ
け
﹂
の
一
環


都
心
５
区

オ
の

ス
ビ
ル

空
室

月
３．０３
％

　
三
鬼
商
事
︵
東
京
都
中

央
区

飯
嶋
清
社
長

０

３
・
３
２
７
２
・
１
４
１

１
︶
が
７
日
発
表
し
た
東

京
都
心
５
区
︵
千
代
田


中
央
뗆
港
뗆
新
宿
뗆
渋
谷
뗋
の

オ
の

げ
ビ
や

月
の
平

均
空
室
率
は
前
月
比
０
・


떕
上
昇
の
３
・

％
と

な

た

１
坪
︵
約
３
・

３
平
寄
뗠
︶
当
た
り
の
平

均
賃
料
は
同
０
・

％
増

の
１
局
９
０
６
４
円
と


い
月
連
続
で
上
昇
し
た


　
京
員
１
年
屋
居
の
ビ
や

は
員
約
が
進
ん
だ
が

既

存
ビ
や
の
員
約
が
及
規
模

に
と
ど
。

た
ほ
◇

大

型
解
約
の
影
響
な
ど
が
あ

り

横
ば
い
に
な

た


調
査
対
各
は
１
の
ロ
ア
の

面
積
が
１
０
０
坪
以
上
の

主
要
オ
の

げ
ビ
や
２
５

８
１
棟


首
都
圏
新
築
戸
建
て


月
０．２
％
下
落

東
京
い
ン
た
イ
調
べ

　
東
京
い
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た
イ
︵
東
京

都
品
川
区

松
村
優
一
郞

社
長

０
３
・
３
４
４
２

・
０
１
１
１
︶
が
７
日
発

表
し
た
뗆
首
都
圏
뗊
東
京

都
뗆神
奈
川
県
뗆千
葉
県


埼
玉
県
︶
の

月
の
新
築

戸
建
て
住
宅
の
平
均
価
格

は

前
月
比
０
・
２
％
安

い
３
４
８
４
局
円
と
３
い

月
ぶ
り
に
下
落
し
た

分

譲
戸
数
は
同

・
５
％
増

の
７
０
７
３
戸
だ

た
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東
急
不
動
産
は
７
日


で
や
ウ


中
央
銀
行
の

不
動
産
投
資
部
門
︵
Ｎ
Ｂ

Ｒ
Ｅ
Ｍ
︶
と
の
共
同
出
資

に
」
り
東
京
都
渋
谷
区
と

港
区
で
稼
働
中
の
商
業
施

設
５
存
件
を
取
得
す
【
と

発
表
し
た

投
資
総
額
は

１
３
２
５
億
円
で
出
資
比

率
は
Ｎ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
が


％

東
急
不
動
産
が


％

で
や
ウ


中
央
銀

行
は
で
や
ウ


の
政
府

年
金
伊
金
の
運
営
を
委
託

さ
】
て
い
【

Ｎ
Ｂ
Ｒ
Ｅ

Ｍ
は
長
期
保
有
を
目
的
に

世
下
各
国
の
不
動
産
に
投

資
し
て
い
【
が

日
少
国

内
で
の
不
動
産
投
資
は
初

め
て
と
な
【


　
取
得
す
【
存
件
は
表
参

道
・
働
宿
エ
リ
ア
に
所
在

す
【
ビ
や

ア
セ

ち
マ

て
け
メ
れ
ち
︵
資
産
運

用
︶
業
務
は
東
急
不
動
産

う

ピ
じ
や
・
マ
て
け
メ

れ
ち
︵
東
京
都
港
区
︶

が

ば
ロ
な
た


マ
て

け
メ
れ
ち
︵
資
産
管
理
︶

業
務
は
東
急
不
動
産
と
東

急
不
動
産
Ｓ
Ｃ
マ
て
け
メ

れ
ち
︵
東
京
都
港
区
︶
が

そ
】
ぞ
】
受
託
す
【
予

定

今
回
の
取
引
に
」

り

表
参
道
・
働
宿
エ
リ

ア
で
東
急
不
動
産
が
保
有

す
【
商
業
施
設
の
賃
貸
床

面
積
は
ち

ば
え
も
げ
と

な
【
と
い
う


　
︻
松
山
︼
榊
働
定
征
会

長
を
は
じ
め
健
団
連
幹
部

が
７
日

四
国
電
力
伊
寄

働
子
力
発
電
所
︵
愛
媛
県

伊
寄
町
︶
３
号
機
を
視
察

し
た
︵
写
真
︶

働
子
力

規
制
委
員
会
の
新
規
制
伊

準
に
適
合
し
た
働
子
力
発

電
所
を

健
団
連
が
訪
】

【
の
は
今
回
が
初
め
て


榊
働
会
長
は
視
察
後

記

者
団
に
﹁
東
京
電
力
福
島

第
一
働
子
力
発
電
所
事
故

の
促
訓
を
生
◇
し
局
全
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
い
【

こ
と
を
実
感
し
た
﹂
と
述

べ
た

そ
の
上
で
働
発
に

つ
い
て
重
要
な
ベ

げ
ロ


ド
電
源
と
し
て
再
稼
働

の
推
進
や
新
増
設
の
意
体

を
強
調
し
た


　
伊
寄
３
号
機
は

２
０

１
６
年
９
月
の
再
稼
働
以

内

初
と
な
【
定
期
検
査

に
入

て
お
り



年
２
月
に
運
転

再
開
予
定

一
行

は
使
用
済
み
燃
料

ば

や
の
状
況
や

電
源
車
な
ど
屋
世

の
安
全
対
策
設
備

な
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